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千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金
10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り

在
葉
部
隊
指
揮
官

ご
挨
拶

千
葉
県
隊
友
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
よ
り
陸
上
自
衛
隊
第
一
空
挺
団
に
対
し
、
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
我
が
国
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
は

戦
後
、
最
も
厳
し
く
か
つ
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
「
ロ
シ
ア
」
は
、
一
方
的
に
自
国
の
安
全
保

障
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
軍
事
力
に
訴
え

る
こ
と
を
辞
さ
ず
、
核
兵
器
に
よ
る
威
嚇
と
も
と
れ

る
言
動
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「中
国
」は
、

尖
閣
諸
島
を
含
む
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
に
お
け
る

力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
を
試
み
て
お
り
、
併

せ
て
、
「
北
朝
鮮
」
は
、
過
去
に
例
を
見
な
い
頻
度
で

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
等
を
繰
り
返
し
核
戦
力
を

質
的
・
量
的
に
最
大
限
の
ス
ピ
ー
ド
で
強
化
す
る
と

の
方
針
で
あ
り
、
我
が
国
が
位
置
す
る
イ
ン
ド
・
太

平
洋
地
域
の
安
全
保
障
環
境
は
、
将
来
、
更
に
深
刻

さ
を
増
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
環
境
を

踏
ま
え
、
第
一
空
挺
団
は
米
空
軍
機
か
ら
の
降
下

訓
練
を
は
じ
め
、
英
国
及
び
尼
国※

と
の
共
同
訓
練

や
令
和
五
年
降
下
訓
練
始
め
で
実
施
し
た
米
・
英
・

豪
（
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
）
の
空
挺
部
隊
と
の
共
同

訓
練
等
に
よ
り
、
島
嶼
部
に
お
け
る
空
挺
作
戦
及

び
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定
に
資
す
る

対
処
力
・抑
止
力
の
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
、
首
都
直
下
地
震
及

び
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
加
え
、

世
界
的
な
気
象
変
動
に
よ
る
気
象
災
害
の
激
甚
化

に
備
え
る
と
と
も
に
、
今
年
の
一
月
に
は
匝
瑳
市

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
に
伴
う
災
害
派
遣
に
も

従
事
し
ま
し
た
。

国
民
の
皆
様
が
我
々
に
求
め
る
期
待
は
「
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
即
応
し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
、

与
え
ら
れ
る
任
務
は
必
ず
成
し
遂
げ
る
。
」
こ
と

で
す
。
我
々
は
、
空
挺
精
神
の
一
文
に
あ
る
「
た

と
え
最
後
の
一
員
と
な
っ
て
も
任
務
達
成
に
邁
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
を
実
践
す
べ
く
「
挺

進
赴
難
」
の
気
概
を
も
っ
て
今
後
も
任
務
に
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

終
わ
り
に
、
千
葉
県
隊
友
会
の
皆
様
に
は
、
引

き
続
き
第
一
空
挺
団
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※

尼
国…

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

挺
進
赴
難

陸上自衛隊第１空挺団長
陸将補 若松 純也

県
は
、
七
月
一
日

千
葉
市
民
会
館
に
お
い
て
「
令

和
五
年
度
前
期
支
部
長
会
議
」
を
開
催
し
た
。
前
段
は

事
務
局
か
ら
の
連
絡
、
後
段
は
隊
友
会
本
部
藤
井
事
務

局
長
か
ら
「
令
和
五
年
度
新
た
な
取
り
組
み
」
と
題
し

て
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
特
に
会
勢
減
少
お
よ
び
入
会
者
数

低
迷
の
継
続
に
つ
い
て
説
明
し
、
令
和
五
年
度
十
月
～

六
年
度
に
再
度
予
定
さ
れ
て
い
る
自
衛
官
の
定
年
延
長

を
踏
ま
え
、
入
会
者
獲
得
に
つ
い
て
更
な
る
協
力
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
（
左
記
グ
ラ
フ
参
照
）

令
和
五
年
度

「
前
期
支
部
長
会
議
」
開
催

陸

海

Ｒ１

空

陸

Ｒ2

海   

入
会
者
数
（県
内
各
部
隊
か
ら
の
入
会
者
）

会
員
数

※令和元年度（約2,900名）以降、
会員数減少

千葉県隊友会の会員数・入会者数の状況

Ｒ3

陸

海   
空

■

定年延長

Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6

定年延長

■
■

■

陸

海   
空

※令和元年度（約60名）以降、
入会者数減少の継続

会員数

入会者数

（他
県
か
ら
の
入
会
者
等
除
く
）
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災
害
派
遣
の
三
要
件
（
①
緊
急
性
②
公
共
性
③

非
代
替
性
）
を
総
合
的
に
勘
案
し
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
常
に
「
服
務
の
宣
誓
」
を
念
頭
に
置

く
石
破
長
官
と
浜
田
副
長
官
は
、
「
殺
処
分
、
埋

却
処
理
」
を
「
自
衛
隊
の
任
務
と
し
て
自
衛
官
に

命
令
」
し
て
も
い
い
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
大
臣

室
で
二
人
き
り
で
悩
み
な
が
ら
も
「
国
民
の
安
心
、

安
全
」
の
た
め
、
苦
渋
の
決
断
を
さ
れ
た
。

の
べ
約
２
，
０
０
０
名
の
隊
員
が
災
害
派
遣
に

従
事
し
、
全
て
の
任
務
が
完
了
し
た
の
ち
、
石
破

長
官
、
浜
田
副
長
官
が
相
談
さ
れ
、
浜
田
副
長
官

か
ら
任
務
を
遂
行
さ
れ
た
指
揮
官
に
直
接
電
話
で

「
あ
り
が
と
う
。
今
般
の
任
務
は
本
来
任
務
で
は

な
い
が
国
民
の
安
心
の
た
め
に
「
命
令
」
し
た
。

本
当
に
感
謝
す
る
」
旨
を
伝
え
た
。
石
破
長
官
、

浜
田
副
長
官
に
と
っ
て
は
辛
い
決
断
だ
っ
た
。

【
寄
稿
】

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

 
災
害
派
遣副

会
長

田
中

誠
一

 

平
成
１
５
年
９
月
、
浜
田
靖
一
衆
議
院
議
員
は
防

衛
副
長
官
に
着
任
、
防
衛
庁
長
官
は
石
破
茂
衆
議
院

議
員
で
あ
る
。

石
破
長
官
と
浜
田
副
長
官
は
、
「自
ら
志
願
し
、
服

務
の
宣
誓
を
行
っ
て
い
る
自
衛
官
は
国
の
宝
で
有
り
、

自
衛
隊
は
国
民
の
財
産
」で
あ
る
と
し
、
「服
務
の
宣

誓
」の
コ
ピ
ー
を
何
時
も
携
行
さ
れ
て
い
た
。

平
成
１
６
年
３
月
、
京
都
府
に
お
い
て
発
生
し
た
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
発
生
し
た
の
が
２
５
万
羽
と
い

う
大
規
模
養
鶏
場
で
あ
る
こ
と
や
、
当
初
、
農
場
の

経
営
者
が
届
出
を
行
わ
ず
、
更
に
事
態
の
隠
ぺ
い
を

図
る
等
し
、
更
に
隣
県
に
波
及
す
る
と
い
う
事
態
を

招
き
、
国
民
の
恐
怖
心
を
あ
お
り
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
道

合
戦
も
熱
を
帯
び
た
も
の
に
な
っ
た
。

鳥
の
殺
処
分
や
埋
却
処
理
は
、
当
該
農
場
、
自
治

体
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
自
治
体
や
各
府
県
か
ら
の

応
援
に
加
え
、
日
本
で
初
め
て
自
衛
隊
に
出
動
が
要

請
さ
れ
、
よ
う
や
く
処
理
が
終
了
し
た
。

災
害
派
遣
は
、
自
然
災
害
に
伴
う
人
命
救
助
・被

災
者
支
援
等
に
と
ど
ま
ら
ず
多
様
化
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
っ
た
が
、
家
畜
伝
染
病
対
策
を
実
施
す
る

都
道
府
県
か
ら
の
要
請
に
よ
る
殺
処
分
、
埋
却
処
理

を
災
害
派
遣
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か

は
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

今
年
９
月
１
日
「防
災
の
日
」は
、
「関
東
大
震
災

発
災
」か
ら
百
年
目
の
節
目
の
日
で
す
ね
。
各
地
で
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
、
自
衛
隊
を
は
じ
め
、
隊
友
会
か

ら
も
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
す
。
諸
先
輩
に
は

釈
迦
に
説
法
で
す
が
、
我
が
家
の
防
災
に
つ
い
て
、
少

し
紹
介
さ
せ
て
下
さ
い
。

私
が
好
き
な
ス
キ
ー
・キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
趣
味
、
防

災
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
の
が
「キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
」

で
す
。
い
わ
ゆ
る
「キ
ャ
ブ
コ
ン
」と
呼
ば
れ
る
こ
の
タ

イ
プ
は
、
就
寝
・収
納
ス
ペ
ー
ス
は
も
と
よ
り
、
水
、
電

源
、
ト
イ
レ
な
ど
「自
己
完
結
能
力
」を
備
え
た
「別

荘
・避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
」と
し
て
、
大
活
躍
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
最
近
は
一
千
万
円
を
超
え
る
高
級
車
も
あ

り
ま
す
が
、
お
手
軽
な
中
古
車
や
軽
自
動
車
の
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
家
用
車
や

ご
自
宅
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
、
非
常
持
出
品
と
と
も
に
、

飲
料
水
や
カ
ッ
プ
麺
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を
備
え
る

の
も
一
案
で
す
ね
。

最
近
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
を
購
入
し
ま
し
た
が
、

「有
事
の
備
え
は
平
時
か
ら
」を
忘
れ
ず
、
出
来
る
と

こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
、
防
災
に
も
万
全
を
期
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

県
理
事
役

梁
池

雅
彦

大活躍！我が家の
キャンピングカー

◆
ち
ょ
っ
と
一
服
◆

鳥インフルエンザ災害派遣
（防衛省HPより）
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◆
松

戸

支

部
◆

前
言松

戸
支
部
長
よ
り
、
松
戸
市
、
松
戸
駐
屯
地
、

松
戸
支
部
活
動
を
紹
介
し
、
抱
負
を
述
べ
ま
す
。

松
戸
市

松
戸
市
は
、
都
心
か
ら
２
０
ｋ
ｍ
で
、
江
戸
川

を
境
に
東
京
に
接
し
、
首
都
圏
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と

し
て
発
展
を
続
け
、
日
本
の
市
の
人
口
順
位
に
お

い
て
非
政
令
指
定
都
市
で
最
多
を
有
し
ま
す
。
古

く
は
江
戸
時
代
、
江
戸
か
ら
水
戸
を
結
ぶ
水
戸
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
徳
川
家
と
の
関
り
が

深
い
土
地
で
す
。
ま
た
、
江
戸
川
の
水
運
を
活
か

し
河
岸
が
置
か
れ
、
そ
の
賑
わ
い
も
あ
っ
た
よ
う

で
、
総
じ
て
、
交
通
上
の
要
衝
と
し
て
の
歴
史
の

歩
み
が
あ
り
ま
す
。
名
所
は
、
ア
ジ
サ
イ
寺
の
本

土
寺
、
戸
定
邸
、
矢
切
の
渡
し
、
な
ど
、
著
名
人

は
、
小
泉
悠
さ
ん
（
ロ
シ
ア
軍
事
専
門
家
）
、
那

須
川
天
心
さ
ん
（
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
、
総
合
格

闘
技
）
、
須
崎
優
衣
さ
ん
（
レ
ス
リ
ン
グ
）
、
松

戸
支
部
員
の
娘
さ
ん
の
山
崎
直
子
さ
ん
（
宇
宙
飛

行
士
）
な
ど
、
美
味
し
い
も
の
は
、
洋
食F

ly
in

g
 

P
ig

、
パ
ン
屋Z

op
f

、
な
ど
、
ラ
ー
メ
ン
は
、
と

み
田
、
兎
に
角
、
と
ら
食
堂
な
ど
激
戦
で
す
。
な

お
、
旧
軍
と
の
関
係
で
は
、
松
戸
駅
付
近
、
現
在

の
松
戸
中
央
公
園
は
、
陸
軍
工
兵
学
校
跡
地
で
あ

り
、
更
に
そ
れ
以
前
は
、
松
戸
競
馬
場
が
あ
り
、

陸
軍
工
兵
学
校
の
開
設
に
伴
い
、
中
山
競
馬
場
に

移
転
し
て
い
ま
す
。

松
戸
駐
屯
地

松
戸
駐
屯
地
は
、
昭
和
２
７
年
開
設
さ
れ
、
需

品
学
校
、
関
東
補
給
処
松
戸
支
処
、
第
２
高
射
特

科
群
が
所
在
し
、
陸
自
兵
站
、
首
都
圏
防
空
の
中

枢
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
戦
前
は
、
駐
屯
地

を
含
め
、
八
柱
霊
園
ま
で
広
大
な
地
域
が
、
松
戸
飛

行
場
で
あ
り
、
複
数
の
飛
行
部
隊
が
所
在
し
て
い
ま

し
た
。
当
時
使
用
し
て
い
た
、
格
納
庫
の
一
部
は
、

頑
丈
で
、
今
も
っ
て
倉
庫
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
正
門
か
ら
一
直
線
に
続
き
空
に
向
か
い
勢
い
よ

く
茂
る
銀
杏
並
木
、
新
京
成
電
鉄
車
窓
か
ら
も
鑑
賞

で
き
る
桜
並
木
が
と
て
も
綺
麗
で
、
落
下
傘
整
備
工

場
、
野
草
園
、
被
服
等
個
人
装
備
等
展
示
す
る
史
料

館
な
ど
特
色
あ
る
施
設
を
有
す
る
と
と
も
に
、
古
く

は
、
鼓
笛
隊
が
女
子
職
員
の
方
々
で
組
織
さ
れ
て
い

た
時
期
が
あ
り
、
松
戸
・
千
葉
の
み
な
ら
ず
、
全
国

イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
需
品
学
校
は
多
く
の
学
生
を
受
け
入
れ
、
第
２

高
射
特
科
群
は
新
隊
員
教
育
を
担
任
し
て
お
り
、
活

気
に
満
ち
た
駐
屯
地
で
す
。

松
戸
支
部
活
動

支
部
員
の
特
色
と
し
て
は
、
陸
自
需
品
職
種
の
方

が
多
く
、
ま
た
、
首
都
圏
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
特
性
か

ら
か
、
高
位
で
退
官
さ
れ
た
方
も
在
籍
さ
れ
て
い
ま

す
。
活
動
を
大
別
す
る
と
、
①
家
族
支
援
、
災
害
情

報
協
力
者
の
指
定
、
②
訓
練
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
、
③
懇
親
会
、
と
な
り
ま
す
。
ど
の
支
部
も
共

通
だ
と
思
い
ま
す
が
、
年
齢
、
体
調
、
就
労
状
況
等

の
事
情
が
あ
り
、
私
、
支
部
長
自
身
も
含
め
、
工

夫
・
調
整
し
な
が
ら
、
対
応
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

よ
っ
て
、
年
に
２
回
予
定
の
、
懇
親
会
を
通
じ
、
一

人
一
人
の
素
晴
ら
し
さ
、
ま
た
、
活
動
へ
の
協
力
意

思
と
そ
の
可
能
度
・
程
度
を
よ
く
掌
握
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
基
盤
を
強
く
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

６
月
３
日(

土)

に
、
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
八
十
歳
代
半
ば
か
ら
五
十
歳
代
ま
で
、
女

性
も
含
め
、
い
つ
も
温
か
い
時
間
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
お
互
い
の
人
柄
、
事
情
等
へ
の
相
互
理
解
を
、

令和５年度松戸支部総会・懇親会

そ
の
都
度
、
深
め
て
い
る
印
象
で
、
毎
回
、
次
は

誰
と
し
っ
か
り
話
そ
う
か
な
ど
、
考
え
て
お
り
ま

す
。
当
日
の
懇
親
会
写
真
を
添
付
し
ま
す
。

結
び
に

支
部
長
と
し
て
の
抱
負
で
す
が
、
前
述
し
た
、

懇
親
会
を
通
じ
た
基
盤
強
化
を
通
じ
、
現
職
へ
の

貢
献
を
図
る
の
は
勿
論
で
す
が
、
何
よ
り
、
防
衛

省
・
自
衛
隊
で
勤
務
し
、
国
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

が
、
時
に
集
い
、
思
い
出
の
交
換
を
し
、
近
況
を

伝
え
あ
い
、
皆
さ
ん
が
里
帰
り
を
す
る
よ
う
な
居

場
所
を
、
松
戸
支
部
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
輩
方
に
孝
行
し
、

こ
れ
か
ら
退
官
を
迎
え
る
、
世
代
の
近
い
後
輩
を

温
か
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
松
戸
支
部
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

松
戸
支
部
長

中
川

博
英
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『千
葉
だ
よ
り
』の
支
部
紹
介
の
予
定
は
、
次
の
通

り
で
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
、
お
待
ち
下
さ
い
。

◎
１
月
号
：
鎌
ヶ
谷
支
部
、
香
取
支
部

◎
３
月
号
：
我
孫
子
支
部
、
緑
支
部

【
支
部
紹
介
記
事
の
掲
載
予
定
】

「千葉だより」令和５年９月号編集担当
   県本部理事役 梁池 雅彦

六
月
十
九
日
（月
）、
菊
地
会
長
以
下
四
名
で
、
若
松

第
一
空
挺
団
長
（習
志
野
駐
屯
地
）へ
新
着
任
ご
挨
拶

に
伺
い
ま
し
た
。
こ
の
際
、
空
挺
団
・習
志
野
駐
屯
地
と

県
隊
友
会
の
連
携
、
千
葉
だ
よ
り
へ
の
投
稿
依
頼
を
併

せ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
若
松
団
長
の
ご
挨
拶
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
紙

に
詳
し
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

同
行
者…

大
根
県
本
部
事
務
局
長
、
岡
本
習
志
野

支
部
事
務
局
長
、
梁
池
理
事
役
。
（担
当…

梁
池
）

佐
倉
支
部
は
、
明
治
七
年
に
陸
軍
歩
兵
第
二
連

隊
が
佐
倉
城
址
に
駐
屯
し
、
同
十
年
の
西
南
の
役

に
出
動
し
た
こ
と
に
始
ま
る
佐
倉
連
隊
の
地
で
あ

る
佐
倉
市
と
隣
接
す
る
酒
々
井
町
の
一
市
一
町
で

構
成
さ
れ
、
現
在
六
十
九
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

私
の
原
隊
は
木
更
津
駐
屯
地
第
一
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
団
で
、
現
在
は
予
備
自
衛
官
を
し
つ
つ
野
生
生

物
の
調
査
や
有
害
鳥
獣
駆
除
の
仕
事
を
し
、
カ
ミ

ツ
キ
ガ
メ
の
捕
獲
の
仕
事
を
一
年
の
三
分
の
一
、

佐
倉
市
で
過
ご
し
て
い
た
た
め
、
こ
ち
ら
に
居
を

移
し
、
瞬
く
間
に
十
三
年
も
の
月
日
が
流
れ
ま
し

た
。約

十
年
前
に
前
支
部
長
が
体
調
不
良
の
た
め
退

か
れ
、
私
が
代
わ
っ
て
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
初

め
て
の
事
ば
か
り
で
他
の
支
部
長
や
理
事
に
ご
指

導
い
た
だ
き
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
活

動
を
行
う
と
い
う
時
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
、

活
動
が
滞
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
三
年

が
経
ち
、
少
し
ず
つ
活
動
が
出
来
る
範
囲
が
広
が

っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
念
願
で
あ
っ
た
支
部
総
会

な
ど
の
会
合
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
倉
市
役
所
敷
地
内
に
に
あ
り
ま
す
戦
没
者
慰
霊

塔
の
清
掃
活
動
も
、
遺
族
会
の
お
手
伝
い
と
し
て

定
期
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
予
備
自
衛

官
・
公
募
予
備
自
衛
官
同
士
の
交
流
や
活
動
を
希

望
す
る
会
員
も
お
り
ま
す
の
で
、
支
部
の
分
け
隔

て
な
く
こ
ち
ら
の
方
も
機
会
を
設
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
同
じ
地
域
の
会
員
同
士
が
折
に
触

れ
親
交
を
深
め
る
こ
と
で
気
持
ち
が
盛
り
上
が
り
、

延
い
て
は
支
部
及
び
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
個
人
は
狩
猟
免
許
を
有
し
て
い
て
、

千
葉
県
隊
友
会
に
も
千
葉
県
よ
り
有
害
鳥
獣
駆
除

の
活
動
を
行
う
会
員
を
募
集
す
る
依
頼
が
あ
り
ま

す
。
初
心
者
や
資
格
の
な
い
方
で
も
興
味
が
あ
る

方
は
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
出
来
ま
す
の
で
、
私
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

佐
倉
支
部
長

森
田

悦
朗

第１空挺団へのご挨拶

美しい佐倉の風景
と

カミツキガメ

左から、梁池理事役 菊地会長 大根
事務局長 岡本船橋支部事務局長
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